
 
 
 

川西町総合計画審議会 川西町第３次総合計画策定 第５回会議 議事要旨 
 
 
１ 日  時 平成２８年１２月９日（金） 午後２時００分～ 
 
２ 場  所 川西町役場 ２階 研修室Ａ 
 
３ 出席委員 森田政美委員、森本修司委員、安井知子委員、吉村勝委員、吉村伸泰委員、 

村井克己委員、巽安子委員、丸谷延弘委員、川上幸子委員、入口芳一委員、本村龍平 
委員、入口和明委員、大塚博守委員、山嶋健司委員（１４名） 
事務局：理事、総務部長、総合政策課長、総合政策課課長補佐、総合政策課主任 

 
４ 次  第 

 
１ 開会 
２ 議事 
（１） 前回審議会の会議録確認について 
（２） 川西町第３次総合計画（総論・基本構想・素案）について 
（３） 川西町第３次総合計画（基本計画）について 

（４） その他 

３ 閉会 

 
【会議資料】 
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５ 内  容 
 
◇ 開会（進行：事務局） 
 
◇ 議事 
 
・ 出席者数報告 
 委員数１９名に対し、出席委員数１４名であるため、本会議は成立。 
 

 ・ 川西町第３次総合計画本部会議・課長会議開催状況について（事務局説明） 
  前回審議会以降、課長会議２回、本部会議１回をそれぞれ開催した。 
 
① 前回審議会の会議録確認について 

 
  承認 → 議事進行 
 
② 川西町第３次総合計画（総論・基本構想・素案） 

まちの将来人口 土地利用の基本方針 について 

 
「総論・基本構想」について、まちの将来人口に部分について、記載するグラフの標記

を従来の「川西町人口ビジョン」に基づくグラフに加え、町の目指すべき人口水準がどの

程度になるのかを明確にするため、国の研究機関である「国立社会保障・人口問題研究所

（社人研）」の推計値を併記する。また、「土地利用の基本方針」について、これまでの経

緯と事務局（案）について説明する。 
 

【委員意見】 
 〇 土地利用の基本方針について 
  ・ 地図上の「田園エリア」と「田園居住エリア」の整合性がとれていない。 
   → 事務局で修正対応します。 
  ・ 地図上の広域軸の表記を追加すべきではないか 
   → 事務局で修正対応します。 
  ・ 「・」の表現について、「及び」などの日本語接続詞に置き換えた方がよいのでは

ないか。 
   → 事務局で修正対応します。 
  ・ 「自然景観の保全」と「歴史資源の保全」について、統合した記載ができないか。 
   → 事務局で修正対応 



  ・ 産業拠点で「市街化編入」とあるが、この構想で使用される言葉の「市街地エリ 
ア」なのか、都市計画上の「市街化エリア」なのか整理が必要ではないか。 
→ 本総合計画の基本構想で使用される「市街地エリア」の意味である。文言の整 
理を事務局で行う。 

 
  → 上記項目について、修正対応のうえ、審議会承認。（→ 基本構想審議終了） 
 
③ 基本計画（審議会初校）について 
 今回の基本計画に記載する「５つの要素」（①施策の方向性、②現況と課題、③成果指

標、④取り組み方針、⑤住民等と行政の役割分担）について説明のうえ、①、②、⑤に

ついて分科会形式（２分科会）による意見聴取を行う。 
 
  → 審議会委員の意見については、別紙「意見一覧のとおり」 
 
④ その他 

・ 各分科会でいただいた意見については、施策ごとに取り纏めさせていただき、 

送付する。その際、分科会の議論の中で言い切れなかった内容や他の分科会の対 

象施策について発言したいことがあれば、取り纏めた意見とともに、後日送付す 

る「発言シート」に記入のうえ、ご意見をいただきたい。 

  ・ 今後の策定スケジュール及び次回審議会日程について、１２月中を目処に前回 

の審議会でご報告させていただきました「住民アンケート」を実施する。なお、 

アンケート結果につきましては、次回審議会で結果内容を報告できればと考え 

いる。 

・ なお、本日の審議により、「総論・基本構想」部分の審議は概ね終了。来年１ 

月中を目処にパブリックコメントを実施し、広く住民の皆様方からご意見をいた 

だきたいと考えている。 

 
◇ 閉会（事務局） 
 次回、審議会は、２月３日（金）午後２時００分より開催。 
今後の審議会日程（予定）：２月２０日（月）及び３月上旬 

 


